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MARK4

MARK4;  KIAA1860; MARKL1; MAP/microtubule affinity-regulating  kinase 4;
MAP/microtubule affinity-regulating kinase-like 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	微小管親和性調節キナーゼ4（MARK4） ホモサピエンス この遺伝子は、微小管親和性調節キナーゼファミリーのメンバーをコードします。これらのタンパク質キナーゼは、微小管関連タンパク質をリン酸化して、安定な微小管と動的な微小管の間の遷移を制御します。コードされているタンパク質は、有糸分裂を通じて中心体と関連しており、細胞周期制御に関与している可能性があります。この遺伝子の発現は癌の潜在的なマーカーであり、コードされているタンパク質はアルツハイマー病にも関与している可能性があります。この遺伝子の偽遺伝子は、3番染色体の短腕と長腕の両方に位置しています。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2010年12月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 MARKサブファミリー。,類似性:KA1（キナーゼ関連）ドメインを1つ含む。,類似性:タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,類似性:UBAドメインを1つ含む。,組織特異性:普遍的。アイソフォーム2は脳特異的。,
	研究分野
	シグナル伝達; 細胞骨格/ECM; 細胞骨格; 微小管; MT関連タンパク質; MARK
	画像データ
	

	MARK4抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

